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別添10-2（別紙１） 成果概要  大学・専門学校等における生涯学習機会創出・運営体制のモデル構築

事業実施体制・連携先

事業の取組内容

活動の様子

団体名 国立大学法人 静岡大学（所在地：静岡県静岡市駿河区大谷836）

①就学期の生徒が「学校外」での学びや異年齢の人たちとの学びを経験するこ
とで、生涯学習への関心や意欲を高め、将来的な参加を促進することができる
②オンデマンドラーニングを活用した学びを経験することで、多様な学び方の
一つとして熟達化することができる
③高校生・大学生の学びのパートナー（ボランティア）を育成することで、互
恵関係的な学びを可能にし、将来的なパートナーと成り得る人材を育成する

◎企画・運営・運営協議会の実施・教材開発・調査研究
静岡大学教育学部山元研究室 yamamoto.kaoru@shizuoka.ac.jp
静岡県障害者就労研究会 Shizuoka.dws@gmail.com

１．Satellite型大学で学ぼう（知的障害者を対象とした生涯学習の実施）

（１）第1回大学で学ぼう（会場：静岡市立美術館）

①アイスブレイク

②美術観賞の仕方

③静岡市立美術館で観賞しよう

④振り返り

（３）第3回大学で学ぼう

①アイスブレイク

②「出汁」について

③おでんのひみつ

④振り返り

２．高校生ボランティアの参加
市内の高等学校に、大学で学ぼうでのボランティアの案

内をし参加を募りました。「大学で学ぼうについて」「学び
のパートナーについて」「知的障害者の学び方について」に
関する動画を視聴していただいて、参加をお願いしました。
参加者からは、実際に大学で学ぼうに参加して、「障害理
解」「生涯学習への関心」の項目で評価が高くなった。

（２）第2回大学で学ぼう

（会場：静岡県防災センター）

①アイスブレイク

②静岡県の災害

③防災センターの見学

④振り返り

３．静岡県内における障害者を対象にした生涯学習の実施状況に関する調査
調査期間 ２０２４年１０月～１１月
調査方法 質問紙を郵送し回答を得る
調査対象 静岡県内の生涯学習施設１３０カ所と

静岡県内の公民館１７カ所
回収状況 ７８カ所（回収率53.1％）から回答が

得られる。
図２．障害者の生涯学習活動形態

図１．「大学で学ぼう」理解啓発
動画教材

第1回大学で学ぼう

第２回大学で学ぼう 第３回大学で学ぼう

静岡県障害者就労研
究会HPより、事前動
画を配信し、参加者
が自分の意見を持ち
ながら、対面型授業
でディスカッションし
ながら学びを深めま
す！

静岡県障害者就労研究会HPで「大学で学ぼう」の実績をアップし
ています。また、これまでの動画教材もアップしています。

https://shizuoka-dws.com/events/
防災センターで体
験もしました！

「おでんのひみつ」として、出汁の秘密の講
義を受けて、その後、実食しました！おいし
かったです！

１．「Satellite型大学で学ぼう」 ２．「高校生ボランティアの参加」 ３．「県内生涯学習実態調査」

Base・Visit・Satelite 型による生涯学習の開催による参加の機会の拡大と「深い」学びの実現

主な対象
 ◎成人の知的障害者を中心に、中学校特別支援学級在籍生徒、

特別支援学校中学部・高等部在籍生徒を対象としている
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